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2021 年 11 月 21 日（日）礼拝メッセージ 

聖書箇所：エレミヤ書 1 章 1～10 節 

タイトル：「エレミヤの召命」 

 

 今日からエレミヤ書に入ります。エレミヤは、1 節にあるように、「ベニヤミンの地、

アナトテにいた祭司の一人、ヒルキヤの子」でした。アナトテは、エルサレムの北東約

4 キロに位置する寒村です。昔から祭司たちが住み、祭司の村として知られていました。

エレミヤは、その祭司の一人ヒルキヤの子として生まれました。すなわち、彼は子供の

ときから神に対する敬虔な態度を培われ、神の律法をよく学んでいたということです。 

 

 このエレミヤに主のことばがありました。それはユダの王、アモンの子ヨシヤの時代

のことで、その治世の第十三年のことでした。ヨシヤは 8 歳で王として即位したので、

その治世の 13 年というのは、ヨシヤが 21 歳の時であったことがわかります。それは

B.C.627 年のことでした。その年にエレミヤに主のことばがあったわけです。 

 

それはさらに、ユダの王、ヨシヤの子ゼデキヤの第十一年の終わりまで、すなわち、

その年の第五の月にエルサレムの民が捕囚としてバビロンに連行される時まで続いた

とあります。いわゆるバビロン捕囚です。捕囚の民としてバビロンに連れて行かれたと

いう出来事です。それは B.C.586 年のことですから、エレミヤの預言者としての活動

は、B.C.627 年から B.C.586 年までの、実に 41 年間であったということになります。

長いですね。 

 

 彼が預言者として活動していた時期はどのような時であったかというと、イスラエル

の歴史において最も暗黒な時代であった言えるでしょう。霊的にも、道徳的にも、社会

的にも堕落しており、その結果、バビロンという国に捕囚の民として連れて行かれるこ

とになったのですから。エレミヤが預言者として活動を始めた時はヨシヤ王の時代でし

た。彼は非常に善い王様で、父アモンによってもたらされた偶像を神殿から廃棄し、祭

司ヒルキヤによって発見されたモーセの書を民の前で朗読するなどして宗教改革に取

り組み、イスラエルの民を神に立ち返らようとしました。 

 

しかしそれは長くは続かず、イスラエルは再び主に背き、元の状態に戻ってしまった

のです。3 節にヨシヤの子エホヤキムとありますが、彼は神のことばをストレートに語

るエレミヤを鬱陶
うっとう

しく思い、激しく弾圧しました。その結果、エルサレムはバビロンの

王ネブカデネザルによって陥落し、ついにはエルサレムの民がバビロンに連行されて行

かれることになってしまったのです。これがバビロン捕囚という出来事です。 
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聖書には年代として覚えておきたいいくつかの出来事がありますが、その一つがこの

B.C.586 年のことです。ちなみに、他に覚えておきたい出来事、年代としては、たとえ

ばアブラハムが神に示された地に出て行けということばを受けて、告げられたとおりに

出て行ったという出来事があります。創世記 12 章にありますが、それは B.C.2,000

年頃のことです。それから、モーセがイスラエルの民をエジプトから解放した出来事、

出エジプトですね、これは B.C.1,400 年頃のことです。さらに今祈祷会でちょうどや

っているところですが、ダビデがイスラエルとユダを統一して王国を築いた出来事、こ

れは B.C.1,000 年頃のことです。また、その子ソロモンによってイスラエルが分裂し

た出来事、これは B.C.931 年のことです。そしてイスラエルの分裂後、北イスラエル

王国がアッシリヤによって滅ぼされた出来事、B.C.722 年です。そしてこの南ユダ王

国がバビロンによって捕囚の民となった出来事です。これを以ってエルサレムの民はバ

ビロンに連れて行かれ、そこで 70 年の時を過ごすことになるのです。 

 

その時の最後の王がゼデキヤでした。彼は両目をえぐられて、バビロンに連行されま

した。この出来事は、イスラエルの歴史において一大転機となります。かつてイスラエ

ルがエジプトの奴隷として 430 年間囚われていたように、70 年間他国に支配され、奴

隷の民として過ごすことになったからです。最終的にそれは、罪の奴隷として罪の支配

の中にあった私たちを救ってくださるイエス・キリストの救いにつながっていくのです。

エレミヤはまさにこのバビロン捕囚を預言し目撃する人物として神から遣わされたの

です。 

 

それは本当に嘆かわしい出来事でした。その中でエレミヤは涙をもって、神のことば

を語り続けました。エレミヤが「涙の預言者」と呼ばれる所以はここにあります。それ

は、ユダヤ人の宗教指導者と対峙し、激しい言葉を使いながら涙を流されたイエス様の

姿でもあります。「エルサレム、エルサレム。預言者たちを殺し、自分に遣わされた人

たちを石で打つ者よ。わたしは何度、めんどりがひなを翼の下に集めるように、おまえ

の子らを集めようとしたことか。それなのに、おまえたちはそれを望まなかった。」(マ

タイ 23:37-38) 

そしてそれは、神に背を向けて自分勝手に生きている現代の私たちに対する神の叫び、

神の心でもあります。私たちは、このエレミヤを通して語られる神のことばを私たちに

対する神からの涙のメッセージとして受け止め、神のみこころは何かを学び、神のみこ

ころに歩む者でありたいと願わされます。 

 

 Ⅰ．エレミヤの召命（4-5） 
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 では、エレミヤが預言者として召された出来事を見ていきましょう。4 節と 5 節をご

覧ください。「次のような主のことばが私にあった。「わたしは、あなたを胎内に形造る

前からあなたを知り、あなたが母の胎を出る前からあなたを聖別し、国々への預言者と

定めていた。」」 

 

 すごいことばですね。エレミヤは、生まれる前から預言者として定められていました。

彼は祭司の子どもとして生まれたので祭司として召されていたというのならわかりま

すが、祭司としてではなく預言者として定められていました。預言者とは、言葉を預か

ると書きますが、文字通り神の言葉を預かり、それを語る人のことです。 

 

 それは彼が母の胎内に形造られる前からのことでした。神は彼を、胎内に形造られる

前から知っておられました。この「知る」ということばは、へブル語で「ヤーダー」と

言います。皆さんは「ヤーダー」と言わないでください。神に知られているということ

はすばらしいことなのですから。あなたも生まれる前から神に知られていました。この

「知る」ということばは、夫が妻を知るという時に使われることばで、夫婦の性的関係

を持つ時に用いられることばです。それほど親密なレベルで知っているということです。

ただ情報として知っているというだけでなく、本当に親密なレベルで人格的に、経験的

に知っているのです。そのように神はあなたのすべて知っておられるのです。あなたが

胎内に形造られる前から。 

 

そして母の胎を出る前から、国々への預言者として定めておられました。この時点で

彼はそのことを知りませんでした。しかし、時至って彼はそのことを知ることになりま

す。10 章 23 節で彼はこう告白しています。「主よ、私は知っています。人間の道はそ

の人によるのではなく、歩むことも、その歩みを確かにすることも、人によるのではな

いことを。」 

人間の道とは人の一生のことですが、人の一生はその人によって決まるのではなく、

神の御手の中にあり、神によって定められているのです。皆さんもまさか自分がクリス

チャンになってここにいるようになるなんて考えたこともなかったでしょう。だれも知

りません。でも神はすべてのことを知っておられます。そして、その歩みを確かなもの

にしてくださるのです。 

 

 それは私たちも同じです。私たちがクリスチャンになることは、私たちが生まれる前

から、神によって定められていたことなのです。エペソ 1 章 4 節には、「すなわち神は、

世界の基が据えられる前から、この方にあって私たちを選び、御前に聖なる、傷のない

者にしようとされたのです。」(エペソ 1:4)とあります。私たちは、生まれる前から、い

や、世界の基が据えられる前から、クリスチャンになるように選ばれていたのです。こ
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のようになるようにと定められていたのです。 

 

このようなことを申し上げると、中には私はロボットではない。一人の人格を持った

人間であり、何をするかといった選択の自由が与えられているのであって、定められて

いたというのはおかしいと言う方がおられます。しかし、そうした選択さえも予め定め

られているのであって、私たちがどこにあってもキリストを信じるように導かれていた

のです。ですから今皆さんがここにいるのも決して偶然ではないのです。 

 

私は 18 歳の時に今の妻と出会い、クリスチャンになりました。どうして妻に出会っ

たのかを考えても本当に不思議だなぁと思います。全く考えられないことでした。しか

し、今になって思うことは、エレミヤが、「主よ、私は知っています。人間の道はその

人によるのではなく、歩むことも、その歩みを確かにすることも、人によるのではない

ことを。」と告白したように、すべてが主の導きによるものであったということです。

綾小路きみまろの「あれから 40 年!」というフレーズが有名ですが、私のあれから 40

年も、まさに主の導きによるものであったと実感するのです。決して「偶然」ではなか

った。そうです、人の一生は生まれる前からすでに神のみ手にあり、その使命は定めら

れているのです。 

 

ある夕方、ひとりの大学教授が机に向かって翌日の講義の準備をしていました。家政

婦が置いていった書類や手紙に目を通しながら、不要なものをくずかごに捨て始めたと

き、ある雑誌が目に留まりました。それは、彼の事務所に誤って配達された雑誌でした。

それが床に落ちたとき、たまたまその雑誌の中の「コンゴ伝道の必要性」という記事が

載ったページが開いたのです。 

教授は何とはなしにその記事を読み始めると、そのとき、このことばが彼の心をとら

えました。 

「コンゴでの必要性は大きい。中央コンゴの北部、ガボン州を担当する人がいない。

この記事を書きながら、わたしはこう祈っている。主イエスは、このために召された人

物の上に、すでにその目を注いでおられる。今こそ神がその人物の上に手を置き、私た

ちを助けるために彼をこの地に派遣してくださるように。」 

雑誌を閉じた教授は、その日の日記に書き記しました。 

「私の探求は終わった。」 

彼はコンゴに身をささげることにしました。この教授の名前はアルバート・シュバイ

ツァーです。この小さな記事は、他人宛ての雑誌の中に潜んでいたものでした。その雑

誌が、誤ってシュバイツァーの郵便受けに入れられていたのです。さらに、家政婦が偶

然にもそれを教授の机の上に置きました。そして偶然にも教授がその記事のタイトルに

気付きました。まるでタイトルの方が彼の目に飛び込んで来たかのようでした。 
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シュバイツァー博士は、人道主義的な分野で、20 世紀を代表する偉大なひとりとな

りました。彼の功績は、人類の歴史上、ほとんど他に類を見ないほどのものです。これ

は偶然に起こったのでしょうか。いや、これは神の摂理によるのです。(Dan Betzer 

「Preaching Today.com」) 

 

エレミヤは、自分は神から召されたのだという強い確信がありました。これが、いか

なる困難に遭遇しても、それを乗り越えることができた理由です。神は、エレミヤが誕

生する前から彼を預言者として選んでおられました。これは私たちにも言えることです。

あなたは、自分が神から選ばれた者であることを知っていましたか。神が選んでくださ

ったのであれば、最後まで必ず責任をもってくださいます。あなたは何も心配いりませ

ん。何も思い悩む必要はないのです。あなたに必要なのは、永遠の昔から神によって知

られ、生まれる前から聖別され、神の栄光のために定められていると信じることなので

す。 

 

 Ⅱ．エレミヤの応答（6-8） 

 

 次に、この神の召しに対するエレミヤの応答を見たいと思います。6～8 節をご覧く

ださい。「私は言った。「ああ、神、主よ、ご覧ください。私はまだ若くて、どう語って

よいか分かりません。」主は私に言われた。「まだ若い、と言うな。わたしがあなたを遣

わすすべてのところへ行き、わたしがあなたに命じるすべてのことを語れ。彼らの顔を

恐れるな。わたしがあなたとともにいて、あなたを救い出すからだ。主のことば。」私

は言った。「ああ、神、主よ、ご覧ください。私はまだ若くて、どう語ってよいか分か

りません。」」 

 

 神の召命に対するエレミヤの応答は、「私はまだ若くて、どう語ってよいかわかりま

せん」というものでした。この時エレミヤが何歳だったのかははっきりわかりませんが、

預言者として立つにはまだ若いと言っていることから、恐らく 20 代前半位だったので

はないかと思われます。そんな若者がどうやって語れというんですか。そんなの無理で

す、できるわけがありませんと、答えたのです。もしかすると彼は、祭司の子として生

まれたこともあって、預言者として召されることにためらいがあったのかもしれません。

あるいは、彼の時代からさかのぼること 100 年前に現れて神のことばを大胆に語った

預言者イザヤと比較して、自分にはとてもそんな力はないと思ったのかもしれません。

いずれにせよ、自分にはできませんと答えました。 

 

それに対して、主は何と言われたでしょうか。7 節をご覧ください。「主は私に言わ

れた。「まだ若い、と言うな。わたしがあなたを遣わすすべてのところへ行き、わたし
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があなたに命じるすべてのことを語れ。」 

「まだ若い、と言うな」、これは言い訳するな！ということです。できない理由をあ

げたらきりがありません。自分は若くて未熟な者です。まだ訓練が十分ではありません。

自分は預言者としては不適格です。しかし、そのような言い訳は一切必要ありません。

というのは、神がエレミヤを預言者として召されたのは、彼に能力があったからではな

く、また、知識や経験があったからでもなく、神がそのように選ばれたのだからです。

従って、彼に求められていたことは何かというと、能力や知識や経験があるということ

ではなく、ただ神に従うことでした。神が遣わされるところであればどんなところでも

行き、神が命じられたことであればそれをその通りに語ることです。すなわち、神のこ

とばに忠実であることです。この預言者の資格について元東大総長の矢内原忠雄は、聖

書講義の中で次のように言っています。 

「預言者の資格は年令や人生の経験によるのではなく、素直に神の示されたものを見、

語られることを聞き、命じられた言葉を告げる真実な心と純粋な信仰にあります。・・

預言者は神の言葉を聞いて、これに加えることなく、また減らすことなく、そのまま純

粋に伝えることを任務とするため、素直で真実な性格を要求され、人の顔を恐れない勇

気を必要とします。」(矢内原忠雄、「聖書講義」8:580) 

まさにその通りです。たとえ若かろうと老いていようと、才能があろうとなかろうと、

口が重いとか軽いとかということとは全く関係なく、神の預言者に求められているのは、

神の言葉を聞き、それをそのまま伝えることです。ですから、預言者に求められること

は素直で真実であることなのです。また、人の顔を恐れない勇気です。ですから、8 節

に次のように勧められているのです。「彼らの顔を恐れるな。わたしがあなたとともに

いて、あなたを救い出すからだ。──主のことば。」」 

 

 エレミヤの問題は、人の顔を恐れていたことでした。しかし神はいつもエレミヤとと

もにあって救い出してくれるから、人の顔を恐れるなと言われたのです。箴言 29 章 25

節には、「人を恐れるとわなにかかる。しかし主に信頼する者は守られる。」とあります。

人を恐れるとわなにかかります。しかし、主に信頼する者は守られます。どんなに強い

確信をもっていても、失望する時は必ずやって来ます。そんな時エレミヤは、神との絶

えざる交わりを通して、新しい力を得ていかなければならなかったのです。 

 

あなたはどうですか。人の顔を恐れていませんか。恐れは、私たちの行動を束縛しま

す。しかし、「愛には恐れがありません。全き愛は恐れを締め出します。」(Ⅰヨハネ 4:18)

とあるように、神の完璧な愛の前に、恐れは一瞬にして締め出されます。大切なのは、

神様とともに歩むことです。 

 

「リビングライフ」というディボーションガイドの古いものを見ていたら、数年前に
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天に召された韓国のオンヌリ教会のハ・ヨンシュ先生の「愛する人を慕うように」とい

うタイトルの詩を見付けました。 

「苦しみ自体は問題ではありません。 

神様がともにおられないことが問題です。 

苦痛がのろいではありません。 

神様がともにおられないことがのろいです。 

神様は神の人と毎日、毎時間、ともにおられる方です。 

神様がともにおられると、恐れはありません。 

失敗しても、病気になっても問題ではありません。 

死さえも恐れなくなります。 

主とともにいると、すべてがうまくいきます。 

すべてがうまくいくとは、すべてのことがともに働いて益となるということです。 

苦しみが去っていくのではなく、苦しみを打ち破って、勝ち抜く力を持つことです。 

「神様が私たちとともにおられる」と思うだけで、 

すべての責任を神様が取ってくださるような気がします。 

それをまた別の視点で見て、「私たちが神様とともにいる」と考えると、 

私たちは神様を忘れてはならないということになります。 

たとえ苦痛や悩みがあっても、私たちの中には神様がおられます。 

一日を神様ともに始めてください。 

そして、一日中ともに行動してください。 

いつも神様のことを考えてください。 

神様のことを考えることが、神様とともに行動することです。 

それは私たちの特権です。(ハ・ヨンジュ、「愛する人を慕うように」リビングライフ

2010 年 4 月号) 

 

すばらしいですね。神とともにいるなら、恐れは全くありません。死さえも恐れなく

なるというのはすごいことです。私たちにとって最も重要なのは、この神とともにいる

ことです。神とのつながりを通して、日々新しい力を受けようではありませんか。人の

顔を恐れないで、神に信頼しましょう。 

 

Ⅲ．エレミヤの使命（9-10） 

 

第三に、エレミヤに与えられた使命です。9～10 節をご覧ください。「そのとき主は

御手を伸ばし、私の口に触れられた。主は私に言われた。「見よ、わたしは、わたしの

ことばをあなたの口に与えた。見なさい。わたしは今日、あなたを諸国の民と王国の上

に任命する。引き抜き、引き倒し、滅ぼし、壊し、建て、また植えるために。」」 
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そのとき主は御手を伸ばし、エレミヤの口に触れられました。これは、イザヤが召命

を受けたときの状況に似ています(イザヤ 6:7)。それは彼の口がきよめられたことを表

しています。それは、神のことばを語るのにふさわしい者となったということです。そ

んなエレミヤに対して主が言われたことは、「見よ、わたしは、わたしのことばをあな

たの口に与えた。」ということでした。それは、何を話そうかと自分で考えたり、自分

で編み出す必要はないということです。神が与えてくださったことばを語るだけでいい

のです。預言者とは「言葉」を「預かる」と書きますが、文字通り神の言葉を預かって

語る人のことです。自分がどう思うか、どう考えるかということではなく、神が語れと

言われることを語ればいいのです。それは聖書に書いてありますから、聖書のことばを

語るだけでいいのです。神は、その語るべきことばさえも与えてくだいます。 

 

忘れもしません。私は 1983 年 5 月 29 日の日曜日の礼拝から、ほとんど毎週休みなし

で語り続けてきました。それは私たちが結婚した翌日のことでよく覚えています。その前日

の土曜日に結婚式を挙げて新婚旅行に行きましたが、翌日は家に戻って来て礼拝をスター

トしました。あれから 38 年。まあよく喋ること、お父さんは口から生まれて来たんじゃな

いかとよく娘に言われますが、そんなことはありません。私は生まれた時から口が重く、口

べたなんです。できれば、貝のように口を閉ざし、ずっと黙っていたいと思っているくらい

なんで。誰も信じないかもしれませんが本当です。ただⅡテモテ 4 章 2 節の「みことばを

宣べ伝えなさい。時が良くても悪くてもしっかりやりなさい。忍耐の限りを尽くし、絶えず

教えながら、責め、戒め、また勧めなさい。」のみことばを読んだとき、「ああ、時が良くて

も悪くても」語らなければならないと思いました。その使命感だけでずっと語り続けていま

す。できれば、もっと流暢に、もっとおもしろく、もっと感動的な話ができたらなぁと思う

こともありますが、そんなの関係ありません。預言者である牧師にとって必要なことはいか

に上手に話をするかではなく、主が語れと言われたことを忠実に語ることだからです。何を

話すのか、どのように話すのかは全く関係ないのです。語るべきことばは、主が与えてくだ

さいますから、そのことばをストレートに語るだけでいいのです。それが私たちにゆだねら

れている使命なのです。 

 

では、主がエレミヤに語られたのはどんなことだったでしょうか。10節をご覧ください。

ここには、「見なさい。わたしは今日、あなたを諸国の民と王国の上に任命する。引き抜き、

引き倒し、滅ぼし、壊し、建て、また植えるために。」とあります。 

これはどういうことかというと「破壊」と「建設」です。「さばき」と「回復」です。エ

レミヤが神のことばとしてイスラエルの民に語ったことは、イスラエルの滅亡の預言と、悔

い改めのメッセージでした。罪の悔い改めがなければ、神の赦しと回復はありません。まず

引き抜き、引き倒し、滅ぼし、壊します。しかし、それで終わりではありません。主はそこ
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からまた建て、植えられるのです。引き抜かれることがありますが、また植えられます。壊

すことがありますが、また建て直してくださいます。言い換えるなら、もしあなたが今、引

き抜かれ、引き倒されているような状況に置かれているなら、それはやがて植えられるため

に必要な過程を通されているということです。その中でこそあなたは悔い改め、やがて植え

られることになるからです。ここに真の回復と希望があります。真の回復と希望は、こうし

た罪の悔い改めの結果もたらされるものであって、それを避けてはならないのです。 

 

ある有名な映画女優が、仕事と遊びに忙しくて、家をあけてばかりいました。家には十代

後半の娘がひとり、お手伝いさんといっしょに暮していました。それでも自分が母親だとい

うことは自覚していた母親は、その娘の誕生日に、旅先のローマからすばらしい花びんを送

ったのです。ところがその花びんが届くと、娘はそれを床の上に投げつけて言いました。「私

がほしいのは花びんじゃない。ママなのよ！」母親から離れてしまった子供は、たとえどん

なにすばらしいものをたくさん持っていたとしても不幸です。ちょうど同じように、私たち

は自分を創ってくださった神から離れては、どんなに財産があっても、地位が高くても、ま

た名誉を与えられていても、本当に幸福にはなれないのです。(羽鳥順二著、「初めて聖書を

開く人のための 12 のステップ」P48) 

 

私たちもこの映画女優のような仕方で、幸福を得ようしてはいないでしょうか。神から離

れたままでは真の幸福を得ることはできません。「すべての人は、罪を犯したので、神から

の栄光を受けることができず・・・」(ローマ 3:23)とあります。神から離れているという

事実がわからないで、どうやって神のもとに帰ることができるでしょうか。言い換えるなら、

自分が罪人であるという自覚がなければ、きよい神を知ることができないということです。

先ほどの矢内原忠雄氏はこう言っています。「望遠鏡を用いないで天文学の研究をすること

が愚かであるように、自分自身の罪を通さずに神を見ようとする者はおろかなことである。」 

また、宗教改革者のカルヴァンも「人間の罪深さを知らないで、どうしてきよい神を知る

ことができようか」と言っています。そうです、私たちが自分は罪人だと気づいた時、次の

聖書のことばの意味がよくわかるようになるのです。 

「すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず、ただ、神の恵み

により、キリスト・イエスによる贖いのゆえに、価なしに義と認められるのです。」(ローマ

3:23-24) 

 

真の回復は、破壊から始まります。真に植えられることは引き抜くことから始まるのです。

罪の自覚と悔い改めなしには、真の赦しはありません。救いと希望はないのです。ですから

主はエレミヤに、破壊と建設、さばきと回復のメッセージを語るようにと言われたのです。

これが、私たちが語るべき福音のメッセージです。破壊的な働きは人からは好まれません。

だれも聞きたくないからです。それで涙することもあるでしょう。でも、真の救いは罪の悔
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い改めから始まるということを覚えて、この福音のメッセージを語り続けましょう。「まだ

若い」と言わないでください。主があなたを遣わすどんなところへでも行き、主があなたに

命じるすべてのことを語ってください。彼らの顔色を恐れるな。主があなたとともにいて、

あなたを救い出してくださるからです。 


